
入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（火・金曜日
午後、在室しています。）
卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話（留守電
も）、郵便などお待ちしています。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。
同窓会事務室
〒690-8504　松江市西川津町1060　島根大学教育学部内　G23号室
E-mail：e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp　電話（留守電）ＦＡＸ：0852-32-6297

同窓会事務室
事務局員

山田 幸子 さん

新入学生の
みなさんへ

○教育学部在学中の同窓会準会員費として入学
時に2,000円を納入していただくことになって
います。

○同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙
で「島根大学教育学部同窓会」あてに送金し
て下さい。

○不明な点は、事務局にお尋ねください。

新卒業・修了生の
みなさんへ

○卒業・修了初年度の正会員としての同窓会費
を納入して下さい。

○年会費は2,000円です。
○各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに卒

業修了前に集金をお願いしています。
○以後、毎年、個人で、または支部を通して納

入下さい。

新入生の方には、入学前に各ご家庭あて、文書で依頼・お
願いしております。

未納の方は、なるべく早く事務局まで。なお、一年後、個
人会員の方は、個人で納入手続きが必要となります。

入学前に準会員費を納入下さっていない新入生は事務局ま
で。

「支部」については、事務局にお問い合わせ下さい。
岡山・島根を除く、中国地方の支部は、只今、開設準備中です。

私たちは、卒業・修了し、社会に出ます。

印刷：（有）黒潮社

「会費」納入の手続きはお済みでしょうか

同窓会事務局を大いに活用してください

教職大学院生　石川　和美 （H８卒  浜田市立雲城小学校勤務から教職大学院に入学、R２修了予定）

　教育学部を卒業後，島根県の教員となって二十数年。もう一度，学び直しをしたくなり教職大学
院に入学しました。現場や自分を見つめ直す日々は，貴重な経験であり大きな財産となりました。
人とのつながり，大学とのつながりを大切に，今後も学び続けたいと思います。

「準会員」から「正会員」に

　
 

　私の夢は、生まれ育った隠岐の島をこれからも存
続・発展させていくことでした。そして島根大学に
入り、教員として隠岐の島の力になりたいという思
いが芽生えました。島根大学では島根は勿論、地
域の教育に関する情報を詳しく知ることが出来ま
す。ぜひ島根大学で学び、地域の力になれるような
人を目指してください。

４年　井上　響　
（2020年４月からは、

　　　　島根県の公立小学校教員）

　
 

　大学での学びはとても有意義であり、直にたくさ
んの人との関わりを通して考えたことは、これから
の人生に必ず生きると思っています。４年間という
限られた時間の中でどれだけのことを学べるかは、
学ぶ側の姿勢にかかっています。皆さんの大学生活
が、豊かになることを願っています。

４年　青木　爽４
（2020年４月からは、島根大学大学院
　　　　教育学研究科臨床心理専攻に進学）

ご入学おめでとうございます　仲間として歓迎します

ご卒業・修了おめでとうございます　末永くおつきあいを

「同窓会」をご一緒に共に学びましょう

島根大学教育学部
同窓会理事長

原　広治

　管　百華

　大量の情報に簡単にアクセスできる、楽
で便利な時代となりました。しかしその一
方で、「事実」や「真実」に出会うには、自
ら考え工夫する手間隙（暇）と、「自分」を
超えた経験や智慧のある「他者（仲間）」
との語らいが必要のようです。
　卒業･修了や入学といった新しい生活を
迎えられる今、そこで出会う人たちやこれ
まで出会った同窓の仲間たちと共に語り合
い、「大いなる今」が積み重なっていかれ
ることを願っています。
　そんな「今」を、学部同窓会が応援しま
す。ぜひ私たちとご一緒に。

（Ｓ56卒　教職大学院教授）

　同窓会企画の「やって来ました。先輩先生！」に参加しま
した。ＯＢの先生のお話を聞いて、私自身の今までの子ど
もの関わり方、これからの自分の姿について考えることが
できました。
　大学の授業でも「子どもの立場になって考える」「子ども
の目標になる」と言われますが、実際にどういうことなのか
分かった気がしました。
　新入生の皆さん、目標に向かって共に頑張りましょう。

実社会での活躍を期待します

特別支援教育専攻
　２年

大坂　慎也
 Society5.0社会に向けIoTやAIの重要性が叫ばれている今
だからこそ、人と人とのつながりはますます大切になってき
ます。人と人との協働により、これからの変化の激しい社会
にイノベーションを生み出せるよう、ともにがんばりましょ
う。仲間とのつながりを大切に。皆様のご活躍を期待して
います。（Ｈ10卒）

島根県教育庁教育指導課
指導主事

島根大学教育学部同窓会広報紙 2020年１月22日発行

島根大学教育学部同窓会
松江市西川津町1060　島根大学教育学部内（〒690-8504）
Eメール　e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp
http://www.suaa.shimane-u.ac.jp/edu/index.html
電話留守電・FAX　0852-32-6297
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発　行
連絡先
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同窓会は、入学生（準会員）、卒業生・修了生（正会員）を歓迎し、応援します入
学
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ＥＶ
ここが事務局
（Ｇ23号室）

事務局（室）は、学部棟G23号室です。毎週火・金曜日
の午後は事務局員が駐在。原則毎月第４火曜日は「カ
フェ」の日です。（掲示等で確認ください）

事務局のメール、電話（留守電、FAX）、ホームページ
をご利用下さい。在学生も卒業・修了生も気楽に利
用、お立寄りください。

同 窓 会 事 務 局 本 部

入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（火・金曜日

午後、在室しています。）卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話（留守電

も）、郵便などお待ちしています。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。

同窓会事務室〒690-8504　松江市西川津町1060　島根大学教育学部内　G23号室

E-mail：e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp　電話（留守電）ＦＡＸ：0852-32-6297

同窓会事務室事務局員山田 幸子 さん

新入学生のみなさんへ○教育学部在学中の同窓会準会員費として入学

時に2,000円を納入していただくことになって

います。○同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙

で「島根大学教育学部同窓会」あてに送金し

て下さい。○不明な点は、事務局にお尋ねください。

新卒業・修了生のみなさんへ○卒業・修了初年度の正会員としての同窓会費

を納入して下さい。○年会費は2,000円です。○各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに卒

業修了前に集金をお願いしています。
○以後、毎年、個人で、または支部を通して納

入下さい。

新入生の方には、入学前に各ご家庭あて、文書で依頼・お

願いしております。

未納の方は、なるべく早く事務局まで。なお、一年後、個

人会員の方は、個人で納入手続きが必要となります。

入学前に準会員費を納入下さっていない新入生は事務局ま

で。

「支部」については、事務局にお問い合わせ下さい。

岡山・島根を除く、中国地方の支部は、只今、開設準備中です。

私たちは、卒業・修了し、社会に出ます。

印刷：（有）黒潮社

「会費」納入の手続きはお済みでしょうか

同窓会事務局を大いに活用してください

教職大学院生　石川　和美 （H８卒  浜田市立雲城小学校勤務から教職大学院に入学、R２修了予定）

　教育学部を卒業後，島根県の教員となって二十数年。もう一度，学び直しをしたくなり教職大学

院に入学しました。現場や自分を見つめ直す日々は，貴重な経験であり大きな財産となりました。

人とのつながり，大学とのつながりを大切に，今後も学び続けたいと思います。

「準会員」から「正会員」に　
 

　私の夢は、生まれ育った隠岐の島をこれからも存

続・発展させていくことでした。そして島根大学に

入り、教員として隠岐の島の力になりたいという思

いが芽生えました。島根大学では島根は勿論、地

域の教育に関する情報を詳しく知ることが出来ま

す。ぜひ島根大学で学び、地域の力になれるような

人を目指してください。

４年　井上　響
　
（2020年４月からは、　　　　島根県の公立小学校教員） 　

 

　大学での学びはとても有意義であり、直にたくさ

んの人との関わりを通して考えたことは、これから

の人生に必ず生きると思っています。４年間という

限られた時間の中でどれだけのことを学べるかは、

学ぶ側の姿勢にかかっています。皆さんの大学生活

が、豊かになることを願っています。

４年　青木　爽
４
（2020年４月からは、島根大学大学院
　　　　教育学研究科臨床心理専攻に進学）

ご入学おめでとうございます　仲間として歓迎します

ご卒業・修了おめでとうございます　末永くおつきあいを

「同窓会」をご一緒に

共に学びましょう

島根大学教育学部同窓会理事長
原　広治

　管　百華

　大量の情報に簡単にアクセスできる、楽
で便利な時代となりました。しかしその一
方で、「事実」や「真実」に出会うには、自
ら考え工夫する手間隙（暇）と、「自分」を
超えた経験や智慧のある「他者（仲間）」
との語らいが必要のようです。　卒業･修了や入学といった新しい生活を

迎えられる今、そこで出会う人たちやこれ
まで出会った同窓の仲間たちと共に語り合
い、「大いなる今」が積み重なっていかれ
ることを願っています。　そんな「今」を、学部同窓会が応援しま

す。ぜひ私たちとご一緒に。（Ｓ56卒　教職大学院教授）

　同窓会企画の「やって来ました。先輩先生！」に参加しま

した。ＯＢの先生のお話を聞いて、私自身の今までの子ど

もの関わり方、これからの自分の姿について考えることが

できました。　大学の授業でも「子どもの立場になって考える」「子ども

の目標になる」と言われますが、実際にどういうことなのか

分かった気がしました。　新入生の皆さん、目標に向かって共に頑張りましょう。
実社会での活躍を期待します

特別支援教育専攻
　２年

大坂　慎也 Society5.0社会に向けIoTやAIの重要性が叫ばれている今

だからこそ、人と人とのつながりはますます大切になってき

ます。人と人との協働により、これからの変化の激しい社会

にイノベーションを生み出せるよう、ともにがんばりましょ

う。仲間とのつながりを大切に。皆様のご活躍を期待して

います。（Ｈ10卒）

島根県教育庁教育指導課
指導主事

島根大学教育学部同窓会広報紙

2020年１月22日発行

島根大学教育学部同窓会松江市西川津町1060　島根大学教育学部内（〒690-8504）

Eメール　e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp

http://www.suaa.shimane-u.ac.jp/edu/index.html

電話留守電・FAX　0852-32-6297
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新しい附属学園
「附属義務教育学校開校にあたって」

教育学部
最前線

「令和」を迎えて「平成」を振り返る
「平成時代の『私の学生生活の思い出』」特　集
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　会員の皆様には同窓会の運営にお力添えをいただいていますこと、

まずお礼申し上げます。

　私たちの同窓会の現状や課題については、近年「同窓会誌」などで

もお伝えし、皆様からご意見をいただいてきました。現在も、幹事会

を中心に、同窓会の復興をめざし、組織と活動の検討を重ねていると

ころです。

　危機感の中心は、若い年齢層の方々の「組織離れ」と入会率低下に

伴う、同窓会の「高齢化」と「先細り」です。

　この現象は、同窓会に限らず、全ゆる組織・団体が平成時代後半に遭遇してきていることと

言えそうです。新たな対応が緊急に必要になっています。

　私たちの同窓会では、近年「同窓の絆」を強めようと、「支部活動の活性化」などを願ってき

ました。さらに、今、若い世代の方への同窓会意識の浸透を願った活動を強化しています。例えば、

在学中の就職や研修の支援、事務局室を使った「ほっと一息カフェ」などの活動です。これは、「同

窓会は母校の応援団」でもありたいとの理念の一端でもあります。

　会員の皆様には、「同窓会の望ましい在り方」に向けて一層のご支援と、ご意見をいただきたく、

心からお願い申し上げます。

■支部の活
動として市

教研の研修
会の講師謝

金をタイア
ップして支

出している
。会

員の実感も
得られ、タ

イアップ企
画は同窓会

費の有効活
用としてよ

い。

■支部会員
の懇親会へ

の助成を行
っている。

■近年同窓
会としての活

動がやりに
くい現状が

ある。

■会費を納
入しても、

個人のメリ
ットがない

等

の声がある
。年代によ

って意識が
違うので、

小さなこと
を重ねてい

くことで同
窓会の意義

が伝わって
いけばよい

。ゆるやか
な人と人と

のつながり
ができれば

よいのでは
ないか。

島根大学教育学部 同窓会 会長

有　馬　毅
一郎同窓会がかかえる危機

同窓会のあり方、支部別に協議 ― こんな意見がありました

同窓会は今

役
員
総
会

開
か
れ
る

大学見学　
ご案内しま

す。

ご指導いただいた先輩先生

（左 多久和友紀恵先生、右 河井克典校長先生）

日　時：令
和元年10月

５日（土）
14時より

場　所：島
根大学教育

学部　多目
的教室Ⅱ

テーマ：「
地域の力が

人を育てる
～新しい時

代におけ

る多様な教
育のありか

た」
　年に１回、母校で充実した時間をすごしませんか。

　今年も学部・同窓会・同松江支部の共催で、右記の内容で計画

しました。（詳細は、別紙案内状参照）（全学企画はありません。

「島大会員」の企画として別途あります。）直前に大学見学の案

内、ホームカミングデー終了後は懇親交流会を行います。

　見学、懇親交流会のみの参加も大歓迎です。

第13回 島
根大学教育

学部

ホームカミ
ングデーに

おでかけく
ださい！

ホームカミ
ングデーに

おでかけく
ださい！

令和元年

10月５日●土

●同窓会費
(年額2,00

0円)を納入
してくださ

い。

　・各支部
を通じて納

入してくだ
さい。

　・支部に
所属されて

いない方は
個人会員と

してご加入
ください。

個人納入に
は郵便振替

を

　　ご利用
ください。

　・終身会
員（原則6

0歳以降）
は一時金2

0,000円で
す。

口座番号：
01440-5-6

975　　加
入者名：島

根大学教育
学部同窓会

●｢同窓会」
開催の際は

祝い金を送
ります。お

知らせくだ
さい｡(支部

交流会、同
期生会、専

攻

　・研究室
別など)

　・10人ま
で＝5,000

円　25人ま
で＝7,000

円　40人ま
で＝10,00

0円　41人
以上＝20,

000円

●事務局に
固定電話(F

AX兼)が設
置されてい

ます。　T
EL.0852

-32-629
7

同窓会事務
局からのお

願い・連絡

懇親交流会
もぜひどう

ぞ。

●17：30か
ら、「炉端か

ば　松江学
園通り店」

　（学園2-
25-28、08

52-31-81
81）

●会費　学
生1,500円

　一般2,5
00円

　申し込み
、問い合わ

せは事務局
まで。

ご希望の方
、前日まで

に電話・FA
Xで申込み

ください。

当日、正門
に13時集合

。

４０分程度
係員が、ご

希望を伺い
ながら案内

致します。

新入生・卒
業生向け

の

「ご入会歓
迎特別号」（

３

月発行）と
合わせ、年

2回

発行し、9月
に全会員に

お

届けしてい
ます。

編集担当大　給　玲
　子

　坂　根　
千　歳

　有　馬　
毅一郎

Leaf@同窓
会の発行

「こんにち
は、先輩先

生！」（第1回
）

観て、聴い
て、話して　

大いに魅了
され

　今年度の新企画。学生のみなさんが教育学部の先輩先生が所属する学校等を訪問し、

授業参観や協議をとおして「学校の魅力」を感じてもらおうというもの。今回は松江市立

中央小学校を訪問。笑顔で迎えてくださった河井克典校長先生の講話や多久和友紀恵先

生の授業参観、全校活動の見学から、多くの刺激と学びをいただきました。

　私は音楽専攻生で小学校教諭を目指しているため、小学校の音楽の授業を実際に見てみ

たいと思い、参加させていただきました。歌唱やリトミックを通して楽しく活動し、お互いの

表現を認め合っている子どもたちの姿を見て、音楽の魅力を改めて実感しました。また、こ

うした子どもたちの姿は、教材の工夫や教師の声かけがあるからこそ、より引き出されるも

のだと思います。今回の経験を通して、私の目指す教師像がより明確なものとなりました。

　今回の訪問では、教育や教職について先輩後輩だからこその忌憚のない話をすること

ができ有意義でした。後輩学生の教職への熱意も感じることができました。この企画を通

し教職のやりがいを感じてくれると嬉しいです。

新企画

参加学生の
感想  岩田美月（音楽教育専攻４回生）

河井校長先
生のコメント

島根大学教
育学部同窓

会広報紙

2019年９月
３日発行

島根大学教
育学部同窓

会（本部事
務室）

松江市西川
津町1060　

島根大学教
育学部内（

〒690-850
4）

Eメール　
e-dousouk

ai@edu.sh
imane-u.a

c.jp

http://ww
w.suaa.sh

imane-u.a
c.jp/edu/

index.htm
l

電話（新設
）0852-32

-6297（FA
Xも同）

編集・発行

Leaf＠同窓会
No.11
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　第４火曜日の午後、学部棟G23号室を覘いてみ
てください。何やら楽しそうな話し声が聞こえてきた
り、ＯＢの先生の話に真剣に聴き入る学生の姿がみ
られたり。同窓会事務局では「ほっと一息」できる無
料カフェを提供して、皆さんの困った～疲れた～お
なか減った～等々に対応しています。スタッフが心
づくしのお菓子と飲み物を用意して皆さんをお待ち
しています。（Ｓ54卒　元松江養護学校　校長）

同窓会幹事
坂根　千歳

　現在，教育学部附属教育支援センターにおいて
特任教員として勤務しています。主に本学部の目玉
である「1000時間体験」に関する業務を行ってい
ます。
　卒業後も大学教育に携わり，同窓会として後輩
の皆さんの学生生活のお手伝いができることを幸
せに思います。先輩として，みなさんを応援してい
ます。（H16卒）

附属教育支援センター
長岡　美沙

　よく「東京は怖い」と言われるようですが、地方
から東京へ転勤して25年、そんな思いをする経験
はしませんでした。（一般社会でも学校でも）
　さて、同窓生の方々へ。こんにちは、東京支部の
松田です。自分の可能性を試しに東京へ、関東へ
来てみませんか。
（Ｓ61卒　科学技術学園高等学校　理事・教頭）

同窓会東京支部会員
松田　敏博

　人は新しい世界に飛び込もうとする時、やる気の
一方で、時に不安に襲われます。それは、自分を大
切にしている証拠。過去の自分を応援団長に、教
育学を学んだ自分だからこそできることは何か、と
問い続けながら自らが選択した道をしっかり歩ん
でください。

（Ｓ59卒　松江市立津田小学校　校長）

同窓会松江支部長
森脇　紀浩

がんばれ、
　　がんばれ！

ほっと一息を！

学校訪問も！

めざせ「教員」！

楽しい同期生会を！
支部活動も助成

母校にも顔出して！

母校の先生も
がんばって！

「
同
窓
会
」は

こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す

『同窓会誌』（年１回）は、71号を数え、
全国でも希有な歴史と伝統を誇る機関
誌です。「Leaf@同窓会」（年２回）の発
行と共に、在学生（準会員）、卒業・修了
生（正会員）にお届けしています。
ホームページ等でも、情報発信に努めて
います。

2020年に新名簿を
改訂して発行します。

研究、部活動、社会的活
動などで、がんばる学生
さんに学部から推せん
いただいて、「激励金」
を差し上げています。

先輩が勤めている学校に
出かけ、授業参観したり
…。先輩に講話をしていた
だく機会も設けています。

（毎月１回程度）事務
室でカフェを開いてい
ます。
事務局では、経験豊富
な先輩も待機していま
す。楽しい雑談を。

年に１回、母校に卒業生を
お迎えする「ホームカミング
デー」を開催しています。
卒業生の活動や学生代表
の発表をもとに、情報や意
見交換をします。

広報誌を発行　会員にお届けします

会員として同期生会などを開
くときは、参加数に応じた助
成を行っています。（5,000円
～２万円。同窓会誌参照、ま
たは事務局に問い合わせ）

教育学部が企画する「面
接道場」とか「教師力パ
ワーアップセミナー」など
の就活の支援をしていま
す。

母校の応援や母校の教員
の応援をします。
母校教育学部の先生方の
研究や教育活動を応援
し、毎年１名の先生に「教育振興奨励賞」を差し上げていま
す。また、10年に１度程度、母校を支援する寄付をさせてい
ただいています。

同窓会は、入学生（準会員）、卒業生・修了生（正会員）を歓迎し、応援します

「ほっと一息カフェ」へ
いらっしゃーい !!

後輩の皆さんの
応援をしています

東京でも
同窓会があります

仲間・同僚として
待っています

❷



同窓会は、入学生（準会員）、卒業生・修了生（正会員）を歓迎し、応援します入
学
生
に
は
、在
学
生
と
共
に
、同
窓
会
の「
準
会
員
」と
し
て
、様
々
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

入
学
生
に
は
、在
学
生
と
共
に
、同
窓
会
の「
準
会
員
」と
し
て
、様
々
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

卒
業
・
修
了
後
も
、「
正
会
員
」と
し
て
、同
窓
会
と
の
つ
な
が
り
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

卒
業
・
修
了
後
も
、「
正
会
員
」と
し
て
、同
窓
会
と
の
つ
な
が
り
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

会
費
の
納
入
が
必
要
で
す
。（
４
頁
参
照
）

会
費
の
納
入
が
必
要
で
す
。（
４
頁
参
照
）

会
費
の
納
入
が
必
要
で
す
。（
４
頁
参
照
）

会
費
の
納
入
が
必
要
で
す
。（
４
頁
参
照
）

ＥＶ
ここが事務局
（Ｇ23号室）

事務局（室）は、学部棟G23号室です。毎週火・金曜日
の午後は事務局員が駐在。原則毎月第４火曜日は「カ
フェ」の日です。（掲示等で確認ください）

事務局のメール、電話（留守電、FAX）、ホームページ
をご利用下さい。在学生も卒業・修了生も気楽に利
用、お立寄りください。

同 窓 会 事 務 局 本 部

入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（火・金曜日

午後、在室しています。）卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話（留守電

も）、郵便などお待ちしています。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。

同窓会事務室〒690-8504　松江市西川津町1060　島根大学教育学部内　G23号室

E-mail：e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp　電話（留守電）ＦＡＸ：0852-32-6297

同窓会事務室事務局員山田 幸子 さん

新入学生のみなさんへ○教育学部在学中の同窓会準会員費として入学

時に2,000円を納入していただくことになって

います。○同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙

で「島根大学教育学部同窓会」あてに送金し

て下さい。○不明な点は、事務局にお尋ねください。

新卒業・修了生のみなさんへ○卒業・修了初年度の正会員としての同窓会費

を納入して下さい。○年会費は2,000円です。○各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに卒

業修了前に集金をお願いしています。
○以後、毎年、個人で、または支部を通して納

入下さい。

新入生の方には、入学前に各ご家庭あて、文書で依頼・お

願いしております。

未納の方は、なるべく早く事務局まで。なお、一年後、個

人会員の方は、個人で納入手続きが必要となります。

入学前に準会員費を納入下さっていない新入生は事務局ま

で。

「支部」については、事務局にお問い合わせ下さい。

岡山・島根を除く、中国地方の支部は、只今、開設準備中です。

私たちは、卒業・修了し、社会に出ます。

印刷：（有）黒潮社

「会費」納入の手続きはお済みでしょうか

同窓会事務局を大いに活用してください

教職大学院生　石川　和美 （H８卒  浜田市立雲城小学校勤務から教職大学院に入学、R２修了予定）

　教育学部を卒業後，島根県の教員となって二十数年。もう一度，学び直しをしたくなり教職大学

院に入学しました。現場や自分を見つめ直す日々は，貴重な経験であり大きな財産となりました。

人とのつながり，大学とのつながりを大切に，今後も学び続けたいと思います。

「準会員」から「正会員」に　
 

　私の夢は、生まれ育った隠岐の島をこれからも存

続・発展させていくことでした。そして島根大学に

入り、教員として隠岐の島の力になりたいという思

いが芽生えました。島根大学では島根は勿論、地

域の教育に関する情報を詳しく知ることが出来ま

す。ぜひ島根大学で学び、地域の力になれるような

人を目指してください。

４年　井上　響
　
（2020年４月からは、　　　　島根県の公立小学校教員） 　

 

　大学での学びはとても有意義であり、直にたくさ

んの人との関わりを通して考えたことは、これから

の人生に必ず生きると思っています。４年間という

限られた時間の中でどれだけのことを学べるかは、

学ぶ側の姿勢にかかっています。皆さんの大学生活

が、豊かになることを願っています。

４年　青木　爽
４
（2020年４月からは、島根大学大学院
　　　　教育学研究科臨床心理専攻に進学）

ご入学おめでとうございます　仲間として歓迎します

ご卒業・修了おめでとうございます　末永くおつきあいを

「同窓会」をご一緒に

共に学びましょう

島根大学教育学部同窓会理事長
原　広治

　管　百華

　大量の情報に簡単にアクセスできる、楽
で便利な時代となりました。しかしその一
方で、「事実」や「真実」に出会うには、自
ら考え工夫する手間隙（暇）と、「自分」を
超えた経験や智慧のある「他者（仲間）」
との語らいが必要のようです。　卒業･修了や入学といった新しい生活を

迎えられる今、そこで出会う人たちやこれ
まで出会った同窓の仲間たちと共に語り合
い、「大いなる今」が積み重なっていかれ
ることを願っています。　そんな「今」を、学部同窓会が応援しま

す。ぜひ私たちとご一緒に。（Ｓ56卒　教職大学院教授）

　同窓会企画の「やって来ました。先輩先生！」に参加しま

した。ＯＢの先生のお話を聞いて、私自身の今までの子ど

もの関わり方、これからの自分の姿について考えることが

できました。　大学の授業でも「子どもの立場になって考える」「子ども

の目標になる」と言われますが、実際にどういうことなのか

分かった気がしました。　新入生の皆さん、目標に向かって共に頑張りましょう。
実社会での活躍を期待します

特別支援教育専攻
　２年

大坂　慎也 Society5.0社会に向けIoTやAIの重要性が叫ばれている今

だからこそ、人と人とのつながりはますます大切になってき

ます。人と人との協働により、これからの変化の激しい社会

にイノベーションを生み出せるよう、ともにがんばりましょ

う。仲間とのつながりを大切に。皆様のご活躍を期待して

います。（Ｈ10卒）

島根県教育庁教育指導課
指導主事

島根大学教育学部同窓会広報紙

2020年１月22日発行

島根大学教育学部同窓会松江市西川津町1060　島根大学教育学部内（〒690-8504）

Eメール　e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp

http://www.suaa.shimane-u.ac.jp/edu/index.html

電話留守電・FAX　0852-32-6297

Leaf＠同窓会
発　行
連絡先

ご入会歓迎特別号2020
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島根大学教育学部同窓会

同

窓

会

誌

令

和

元

年

島
根
大
学
教
育
学
部
同
窓
会

新しい附属学園
「附属義務教育学校開校にあたって」

教育学部
最前線

「令和」を迎えて「平成」を振り返る
「平成時代の『私の学生生活の思い出』」特　集

71

　会員の皆様には同窓会の運営にお力添えをいただいていますこと、

まずお礼申し上げます。

　私たちの同窓会の現状や課題については、近年「同窓会誌」などで

もお伝えし、皆様からご意見をいただいてきました。現在も、幹事会

を中心に、同窓会の復興をめざし、組織と活動の検討を重ねていると

ころです。

　危機感の中心は、若い年齢層の方々の「組織離れ」と入会率低下に

伴う、同窓会の「高齢化」と「先細り」です。

　この現象は、同窓会に限らず、全ゆる組織・団体が平成時代後半に遭遇してきていることと

言えそうです。新たな対応が緊急に必要になっています。

　私たちの同窓会では、近年「同窓の絆」を強めようと、「支部活動の活性化」などを願ってき

ました。さらに、今、若い世代の方への同窓会意識の浸透を願った活動を強化しています。例えば、

在学中の就職や研修の支援、事務局室を使った「ほっと一息カフェ」などの活動です。これは、「同

窓会は母校の応援団」でもありたいとの理念の一端でもあります。

　会員の皆様には、「同窓会の望ましい在り方」に向けて一層のご支援と、ご意見をいただきたく、

心からお願い申し上げます。

■支部の活
動として市

教研の研修
会の講師謝

金をタイア
ップして支

出している
。会

員の実感も
得られ、タ

イアップ企
画は同窓会

費の有効活
用としてよ

い。

■支部会員
の懇親会へ

の助成を行
っている。

■近年同窓
会としての活

動がやりに
くい現状が

ある。

■会費を納
入しても、

個人のメリ
ットがない

等

の声がある
。年代によ

って意識が
違うので、

小さなこと
を重ねてい

くことで同
窓会の意義

が伝わって
いけばよい

。ゆるやか
な人と人と

のつながり
ができれば

よいのでは
ないか。

島根大学教育学部 同窓会 会長

有　馬　毅
一郎同窓会がかかえる危機

同窓会のあり方、支部別に協議 ― こんな意見がありました

同窓会は今

役
員
総
会

開
か
れ
る

大学見学　
ご案内しま

す。

ご指導いただいた先輩先生

（左 多久和友紀恵先生、右 河井克典校長先生）

日　時：令
和元年10月

５日（土）
14時より

場　所：島
根大学教育

学部　多目
的教室Ⅱ

テーマ：「
地域の力が

人を育てる
～新しい時

代におけ

る多様な教
育のありか

た」
　年に１回、母校で充実した時間をすごしませんか。

　今年も学部・同窓会・同松江支部の共催で、右記の内容で計画

しました。（詳細は、別紙案内状参照）（全学企画はありません。

「島大会員」の企画として別途あります。）直前に大学見学の案

内、ホームカミングデー終了後は懇親交流会を行います。

　見学、懇親交流会のみの参加も大歓迎です。

第13回 島
根大学教育

学部

ホームカミ
ングデーに

おでかけく
ださい！

ホームカミ
ングデーに

おでかけく
ださい！

令和元年

10月５日●土

●同窓会費
(年額2,00

0円)を納入
してくださ

い。

　・各支部
を通じて納

入してくだ
さい。

　・支部に
所属されて

いない方は
個人会員と

してご加入
ください。

個人納入に
は郵便振替

を

　　ご利用
ください。

　・終身会
員（原則6

0歳以降）
は一時金2

0,000円で
す。

口座番号：
01440-5-6

975　　加
入者名：島

根大学教育
学部同窓会

●｢同窓会」
開催の際は

祝い金を送
ります。お

知らせくだ
さい｡(支部

交流会、同
期生会、専

攻

　・研究室
別など)

　・10人ま
で＝5,000

円　25人ま
で＝7,000

円　40人ま
で＝10,00

0円　41人
以上＝20,

000円

●事務局に
固定電話(F

AX兼)が設
置されてい

ます。　T
EL.0852

-32-629
7

同窓会事務
局からのお

願い・連絡

懇親交流会
もぜひどう

ぞ。

●17：30か
ら、「炉端か

ば　松江学
園通り店」

　（学園2-
25-28、08

52-31-81
81）

●会費　学
生1,500円

　一般2,5
00円

　申し込み
、問い合わ

せは事務局
まで。

ご希望の方
、前日まで

に電話・FA
Xで申込み

ください。

当日、正門
に13時集合

。

４０分程度
係員が、ご

希望を伺い
ながら案内

致します。

新入生・卒
業生向け

の

「ご入会歓
迎特別号」（

３

月発行）と
合わせ、年

2回

発行し、9月
に全会員に

お

届けしてい
ます。

編集担当大　給　玲
　子

　坂　根　
千　歳

　有　馬　
毅一郎

Leaf@同窓
会の発行

「こんにち
は、先輩先

生！」（第1回
）

観て、聴い
て、話して　

大いに魅了
され

　今年度の新企画。学生のみなさんが教育学部の先輩先生が所属する学校等を訪問し、

授業参観や協議をとおして「学校の魅力」を感じてもらおうというもの。今回は松江市立

中央小学校を訪問。笑顔で迎えてくださった河井克典校長先生の講話や多久和友紀恵先

生の授業参観、全校活動の見学から、多くの刺激と学びをいただきました。

　私は音楽専攻生で小学校教諭を目指しているため、小学校の音楽の授業を実際に見てみ

たいと思い、参加させていただきました。歌唱やリトミックを通して楽しく活動し、お互いの

表現を認め合っている子どもたちの姿を見て、音楽の魅力を改めて実感しました。また、こ

うした子どもたちの姿は、教材の工夫や教師の声かけがあるからこそ、より引き出されるも

のだと思います。今回の経験を通して、私の目指す教師像がより明確なものとなりました。

　今回の訪問では、教育や教職について先輩後輩だからこその忌憚のない話をすること

ができ有意義でした。後輩学生の教職への熱意も感じることができました。この企画を通

し教職のやりがいを感じてくれると嬉しいです。

新企画

参加学生の
感想  岩田美月（音楽教育専攻４回生）

河井校長先
生のコメント

島根大学教
育学部同窓

会広報紙

2019年９月
３日発行

島根大学教
育学部同窓

会（本部事
務室）

松江市西川
津町1060　

島根大学教
育学部内（

〒690-850
4）

Eメール　
e-dousouk

ai@edu.sh
imane-u.a

c.jp

http://ww
w.suaa.sh

imane-u.a
c.jp/edu/

index.htm
l

電話（新設
）0852-32

-6297（FA
Xも同）

編集・発行

Leaf＠同窓会
No.11

❶

　第４火曜日の午後、学部棟G23号室を覘いてみ
てください。何やら楽しそうな話し声が聞こえてきた
り、ＯＢの先生の話に真剣に聴き入る学生の姿がみ
られたり。同窓会事務局では「ほっと一息」できる無
料カフェを提供して、皆さんの困った～疲れた～お
なか減った～等々に対応しています。スタッフが心
づくしのお菓子と飲み物を用意して皆さんをお待ち
しています。（Ｓ54卒　元松江養護学校　校長）

同窓会幹事
坂根　千歳

　現在，教育学部附属教育支援センターにおいて
特任教員として勤務しています。主に本学部の目玉
である「1000時間体験」に関する業務を行ってい
ます。
　卒業後も大学教育に携わり，同窓会として後輩
の皆さんの学生生活のお手伝いができることを幸
せに思います。先輩として，みなさんを応援してい
ます。（H16卒）

附属教育支援センター
長岡　美沙

　よく「東京は怖い」と言われるようですが、地方
から東京へ転勤して25年、そんな思いをする経験
はしませんでした。（一般社会でも学校でも）
　さて、同窓生の方々へ。こんにちは、東京支部の
松田です。自分の可能性を試しに東京へ、関東へ
来てみませんか。
（Ｓ61卒　科学技術学園高等学校　理事・教頭）

同窓会東京支部会員
松田　敏博

　人は新しい世界に飛び込もうとする時、やる気の
一方で、時に不安に襲われます。それは、自分を大
切にしている証拠。過去の自分を応援団長に、教
育学を学んだ自分だからこそできることは何か、と
問い続けながら自らが選択した道をしっかり歩ん
でください。

（Ｓ59卒　松江市立津田小学校　校長）

同窓会松江支部長
森脇　紀浩

がんばれ、
　　がんばれ！

ほっと一息を！

学校訪問も！

めざせ「教員」！

楽しい同期生会を！
支部活動も助成

母校にも顔出して！

母校の先生も
がんばって！

「
同
窓
会
」は

こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す

『同窓会誌』（年１回）は、71号を数え、
全国でも希有な歴史と伝統を誇る機関
誌です。「Leaf@同窓会」（年２回）の発
行と共に、在学生（準会員）、卒業・修了
生（正会員）にお届けしています。
ホームページ等でも、情報発信に努めて
います。

2020年に新名簿を
改訂して発行します。

研究、部活動、社会的活
動などで、がんばる学生
さんに学部から推せん
いただいて、「激励金」
を差し上げています。

先輩が勤めている学校に
出かけ、授業参観したり
…。先輩に講話をしていた
だく機会も設けています。

（毎月１回程度）事務
室でカフェを開いてい
ます。
事務局では、経験豊富
な先輩も待機していま
す。楽しい雑談を。

年に１回、母校に卒業生を
お迎えする「ホームカミング
デー」を開催しています。
卒業生の活動や学生代表
の発表をもとに、情報や意
見交換をします。

広報誌を発行　会員にお届けします

会員として同期生会などを開
くときは、参加数に応じた助
成を行っています。（5,000円
～２万円。同窓会誌参照、ま
たは事務局に問い合わせ）

教育学部が企画する「面
接道場」とか「教師力パ
ワーアップセミナー」など
の就活の支援をしていま
す。

母校の応援や母校の教員
の応援をします。
母校教育学部の先生方の
研究や教育活動を応援
し、毎年１名の先生に「教育振興奨励賞」を差し上げていま
す。また、10年に１度程度、母校を支援する寄付をさせてい
ただいています。

同窓会は、入学生（準会員）、卒業生・修了生（正会員）を歓迎し、応援します

「ほっと一息カフェ」へ
いらっしゃーい !!

後輩の皆さんの
応援をしています

東京でも
同窓会があります

仲間・同僚として
待っています

❸



入学生のみなさん、事務室が学部棟G23号室にありますので、お立ち寄りください。（火・金曜日
午後、在室しています。）
卒業・修了生のみなさん、社会に出ても、母校、教育学部をお忘れなく、メール、電話（留守電
も）、郵便などお待ちしています。また、母校にお越しの節はお立ち寄りください。
同窓会事務室
〒690-8504　松江市西川津町1060　島根大学教育学部内　G23号室
E-mail：e-dousoukai@edu.shimane-u.ac.jp　電話（留守電）ＦＡＸ：0852-32-6297

同窓会事務室
事務局員

山田 幸子 さん

新入学生の
みなさんへ

○教育学部在学中の同窓会準会員費として入学
時に2,000円を納入していただくことになって
います。

○同封の、払い込み料加入者負担郵便振替用紙
で「島根大学教育学部同窓会」あてに送金し
て下さい。

○不明な点は、事務局にお尋ねください。

新卒業・修了生の
みなさんへ

○卒業・修了初年度の正会員としての同窓会費
を納入して下さい。

○年会費は2,000円です。
○各専攻・コースの同窓会連絡委員のかたに卒

業修了前に集金をお願いしています。
○以後、毎年、個人で、または支部を通して納

入下さい。

新入生の方には、入学前に各ご家庭あて、文書で依頼・お
願いしております。

未納の方は、なるべく早く事務局まで。なお、一年後、個
人会員の方は、個人で納入手続きが必要となります。

入学前に準会員費を納入下さっていない新入生は事務局ま
で。

「支部」については、事務局にお問い合わせ下さい。
岡山・島根を除く、中国地方の支部は、只今、開設準備中です。

私たちは、卒業・修了し、社会に出ます。

印刷：（有）黒潮社

「会費」納入の手続きはお済みでしょうか

同窓会事務局を大いに活用してください

教職大学院生　石川　和美 （H８卒  浜田市立雲城小学校勤務から教職大学院に入学、R２修了予定）

　教育学部を卒業後，島根県の教員となって二十数年。もう一度，学び直しをしたくなり教職大学
院に入学しました。現場や自分を見つめ直す日々は，貴重な経験であり大きな財産となりました。
人とのつながり，大学とのつながりを大切に，今後も学び続けたいと思います。

「準会員」から「正会員」に

　
 

　私の夢は、生まれ育った隠岐の島をこれからも存
続・発展させていくことでした。そして島根大学に
入り、教員として隠岐の島の力になりたいという思
いが芽生えました。島根大学では島根は勿論、地
域の教育に関する情報を詳しく知ることが出来ま
す。ぜひ島根大学で学び、地域の力になれるような
人を目指してください。

４年　井上　響　
（2020年４月からは、

　　　　島根県の公立小学校教員）

　
 

　大学での学びはとても有意義であり、直にたくさ
んの人との関わりを通して考えたことは、これから
の人生に必ず生きると思っています。４年間という
限られた時間の中でどれだけのことを学べるかは、
学ぶ側の姿勢にかかっています。皆さんの大学生活
が、豊かになることを願っています。

４年　青木　爽４
（2020年４月からは、島根大学大学院
　　　　教育学研究科臨床心理専攻に進学）

ご入学おめでとうございます　仲間として歓迎します

ご卒業・修了おめでとうございます　末永くおつきあいを

「同窓会」をご一緒に共に学びましょう

島根大学教育学部
同窓会理事長

原　広治

　管　百華

　大量の情報に簡単にアクセスできる、楽
で便利な時代となりました。しかしその一
方で、「事実」や「真実」に出会うには、自
ら考え工夫する手間隙（暇）と、「自分」を
超えた経験や智慧のある「他者（仲間）」
との語らいが必要のようです。
　卒業･修了や入学といった新しい生活を
迎えられる今、そこで出会う人たちやこれ
まで出会った同窓の仲間たちと共に語り合
い、「大いなる今」が積み重なっていかれ
ることを願っています。
　そんな「今」を、学部同窓会が応援しま
す。ぜひ私たちとご一緒に。

（Ｓ56卒　教職大学院教授）

　同窓会企画の「やって来ました。先輩先生！」に参加しま
した。ＯＢの先生のお話を聞いて、私自身の今までの子ど
もの関わり方、これからの自分の姿について考えることが
できました。
　大学の授業でも「子どもの立場になって考える」「子ども
の目標になる」と言われますが、実際にどういうことなのか
分かった気がしました。
　新入生の皆さん、目標に向かって共に頑張りましょう。

実社会での活躍を期待します

特別支援教育専攻
　２年

大坂　慎也
 Society5.0社会に向けIoTやAIの重要性が叫ばれている今
だからこそ、人と人とのつながりはますます大切になってき
ます。人と人との協働により、これからの変化の激しい社会
にイノベーションを生み出せるよう、ともにがんばりましょ
う。仲間とのつながりを大切に。皆様のご活躍を期待して
います。（Ｈ10卒）

島根県教育庁教育指導課
指導主事

❹


